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This study aimed to clarify the relationship between sensory processing sensitivity and sense of 
school adjustment among Chinese subjects. The results showed that for both males and 
females, the positive standard partial regression coefficients from “aesthetic sensitivity” to 
“sense of school adjustment” were significant, and the negative standard partial regression coef-
ficients from “easy excitability and low sensory threshold” to “sense of classroom adjustment” 
and “sense of teacher adjustment” were significant. For females, the negative standard partial 
regression coefficient from “easy excitability and low sensory threshold” to “sense of adjustment 
to friends” was significant. For males, the negative standard partial regression coefficient from 
“easy excitability and low sensory threshold” to “comfort” was significant. It was suggested that 
interventions such as social support, for example, could improve discomfort due to high excit-
ability, thereby increasing the sense of school adjustment.
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目　的

　高敏感者（Highly Sensitive Person：以下，HSP）
は，環境の小さな変化に気づきやすく（sensory 
sensitivity），疲れやすく（overarousal），感情の振
れ幅が大きく（emotional intensity），物事を深く考
える（depth of processing）という 4 つの特徴を持
ち（Aron, Aron, & Jagiellowicz, 2012），生得的な特
性として，高度な感覚処理感受性（sensory processing 
sensitivity）を持つ人を指す。高敏感者は，音や匂
いなどのさまざまな刺激に対する反応が，他の人よ
り敏感であり（Aron, 1996），全人口の 2 割の程度に
存在すると報告されている（Aron, & Aron, 1997）。
　HSP の特徴として，日常生活の抑うつや不安を感

じ や す く（ Liss, Timmel, Baxley, & Killingsworth, 
2005），自己効力感や疎外感が低く，ストレスを溜め
やすく（Evers, Rasche, & Schabracq, 2008），神経
症 傾 向 も 高 い（ Assary, Zavos, Krapohl, Keers, & 
Pluess, 2021）。海外の概説論文（Baryła-Matejczuk, 
Artymiak, Ferrer-Cascales, & Betancort, 2020 ）に
よれば，感覚処理感受性が高いほど，学校生活に疲
れやすい。串崎（2018）は，不登校の子どもたちの
一部は，高い感覚処理感受性をもつHighly Sensitive 
Child（HSC）であると推測している。
　大久保（2005）によると，「適応」は個人と環境の
調和に至る過程とその調和の状態を指し，「適応感」
は個人の適応の状態を表す一つの指標である。学校
適応感とは，「学校という環境に対して個人と環境の
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関係から生じる感情や認知の総称であり，主観的な
適応状態である」と定義されている（水野，2016）。
岡田（2012）は，学校生活を，「生徒関係的側面」（友
人関係，クラスへの意識，他学年との関係）と「教
育指導的側面」（教師との関係，学業への意欲，進路
意識，校則への意義）の二つの側面から捉えている。
そして，得点が高いほど，学校に心理的に適応し，
社会的適応にも部分的に繋がることを報告している。
稲畑・境（2015）によると，学校適応感が高いほど，
抑うつ症状が低いことが指摘されている。また，中
野・佐藤（2013）は，学校適応感はストレス反応と
の間に負の相関があることを報告し，心理的介入に
よる学校不適応を予防する必要性について訴えてい
る。このように学校適応感は心理的健康と関連して
いると考えられる。
　HSP は繊細であるため，音，匂いなどの刺激に敏
感なだけでなく，他の人たちの気持ちにも影響を受
けやすい。ゆえに，環境によっては，その場に居づ
らいと感じることがある。串崎（2020）は，HSP は，
自分がその場に適合しているときや，その場に居場
所を感じられるときと，そうでないときの気持ちの
落差が激しいと指摘している。おそらく HSP は周囲
の環境を重視し，自分に適する居場所を追求する傾
向があると考えられる。日本と中国を含む東アジア
の学校では，他者に同調することが重視され，掃除，
部活などの「同級生と一緒に共同作業すること」が多
い一方で，試験による競争的な雰囲気も強い。その
ため，HSP は自分が自由にリラックスできる居場所
として学校を選びにくく，学校適応感も低いだろう。
　日本での調査（串崎，2021）では，HSP 尺度は男
女ともに，学校適応感と有意な相関がないことが報
告された。はたして，これは日本人特有か，また中
国においても同様なのか，検証の必要があると考え
られる。以上のことから，本研究では，串崎（2021）
と同様の調査を，中国人を対象者として実施し，中
国における感覚処理感受性と学校適応感の関係を明
らかにすることを目的とする。本来ならば，学校の
生徒を対象に検証すべきであるが，諸事情で実施し
にくい時世を鑑み，回想調査によって検討を行う。

方　法

参加者
　322 名（M=31.4 歳，SD=8.7）そのうち男性 118
名（M=33.3 歳，SD=9.8），女性 204 名（M=30.3

歳，SD=7.9）の中国人が参加した。実施時期は2020
年 10 月であった。

手続き
　中国の調査会社「問巻星」を利用し，調査票を作
成して，インターネット上に開設した。調査の際に
は，調査票の最初に同意書を附し，同意書には研究
目的，調査方法，倫理的配慮について説明した。調
査協力者は，参加の依頼文を読み，「本研究の内容を
理解し，参加する」の欄にチェックをし，これをも
って同意を得たと判断した。調査の途中で不快感ま
たは負担を感じられることがあれば，原因を問わず
に何時でも回答を中止できることを明記した。調査
は同意を得られた参加者に対して実施した。なお本
研究は，著者の所属する部署の倫理審査を受け，承
認を得た（承認番号：#163）。

質問紙 
　①感覚処理感受性（Highly Sensitive Person Scale : 
HSPS 中国語翻訳版，李・串崎，2021）。「易興奮性・
低感覚閾」6 項目（「一度にたくさんの事が起こって
いると不快になりますか」「大きな音や雑然とした光
景のような強い刺激がわずらわしいですか」），「敏感
性」6 項目（「痛みに敏感になることがありますか」

「他人の気分に左右されますか」）と「美的感受性」6
項目（「微細で繊細な香り・味・音・芸術作品などを
好みますか」「美術や音楽に深く感動しますか」）の
3 因子で構成されている。「非常によくあてはまる」
を 7 点，「全くあてはまらない」を 1 点の 7 件法で回
答を求めた。
　②学校適応感（石田，2009）。「友人適応感」4 項
目（「その学校の友達といっしょにいると楽しい」），

「授業適応感」4 項目（「その学校の授業ではやる気
がわいてくる」）と「教師適応感」4 項目（「その学
校の先生に対して親しみを感じる」）の 3 因子で構成
されている。項目文を回想法の教示（「中学校時代の
自分を全般的にふりかえって，各項目がどれくらい
当てはまるか」）で実施した。「とてもあてはまる」
を 7 点，「全くあてはまらない」を 1 点の 7 件法で回
答を求めた。
　③居心地の良さ（大久保，2005）。6 項目の 1 因子
で構成されている。項目文を回想法の教示で実施し
た。「その学校で私は，周囲に溶け込んでいた」「そ
の学校で私は，周りとかみ合っていた」「その学校で
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私は，周囲に対して，ありのままの自分を出せてい
た」などの項目について，「とてもあてはまる」を 7
点，「全くあてはまらない」を 1 点の 7 件法で回答を
求めた。
　④学校不適応感（串崎，2021）。2 項目で構成され
ている。「その学校で私は，人と同じことを，人と同
じペースでやらないといけないのが嫌だった」「その
学校で私は，人と比べられたり，競争を強いられる
雰囲気が嫌だった」について，回想法の教示で，「と
てもあてはまる」を 7 点，「全くあてはまらない」を
1 点の 7 件法で回答を求めた。
　なお，上記の尺度について，著者が原尺度の項目

を中国語に翻訳し，その中国語訳を踏まえて，心理
学を専門とする大学教員 1 名および大学院生 2 名

（中国留学生）が翻訳の内容を協議し，中国語訳を修
正した。

結　果

　まず，各尺度の信頼性係数，平均値と標準偏差，
性差の分散分析 （Welch’s test） の結果を Table 1 に
示した。「友人適応感」と「居心地の良さ」におい
て，男性の得点が高かった。
　次に，各尺度間の Spearman 相関係数を全体サン
プル，男女別に算出して Table 2，Table 3 と Table 

Table 1　各尺度の平均値と標準偏差（全体 n=322）

全体 男性 n=118 女性 n=204 性差
α M SD M SD M SD p

1．易興奮性・低感覚閾 .83 30.0 6.4 29.9 6.2 30.0 6.5 .901
2．敏感性 .72 25.9 6.2 25.9 6.1 25.8 6.3 .864
3．美的感受性 .68 32.6 4.7 33.0 4.6 32.4 4.8 .264
4．友人適応感 .73 21.2 3.9 22.0 4.1 20.8 3.7 .005
5．授業適応感 .85 20.4 4.8 20.3 5.3 20.4 4.5 .883
6．教師適応感 .81 18.3 5.0 18.4 5.3 18.2 4.7 .648
7．居心地の良さ .86 32.4 6.1 33.3 6.5 31.9 5.8 .046
8．人と同じペース 4.7 1.5 4.8 1.5 4.7 1.6 .515
9．競争的雰囲気 5.1 1.5 5.1 1.4 5.2 1.5 .549

Note．*p<.05, **p<.01

Table 2　各尺度の Spearman 順位相関係数（全体 n=322）

1 2 3 4 5 6 7 8
1．易興奮性・低感覚閾
2．敏感性 .620***
3．美的感受性 .305*** .237***
4．友人適応感 －.089 －.164** .307***
5．授業適応感 －.224*** －.179** .268*** .396***
6．教師適応感 －.223*** －.183** .154** .457*** .722***
7．居心地の良さ －.048 －.139* .378*** .677*** .520*** .534***
8．人と同じペース .130* .122* .189** －.022 .075 .080 .065
9．競争的雰囲気 .311*** .189** .179** .033 －.078 －.180** －.057 .330***

Note．*p<.05, **p<.01, ***p<.001

Table 3　各尺度の Spearman 順位相関係数（男性 n=118）

1 2 3 4 5 6 7 8
1．易興奮性・低感覚閾
2．敏感性 .643***
3．美的感受性 .337*** .213*
4．友人適応感 －.005 －.122 .346***
5．授業適応感 －.182* －.115 .363*** .327***
6．教師適応感 －.247** －.098 .276** .404*** .735***
7．居心地の良さ －.018 －.059 .532*** .607*** .618*** .566***
8．人と同じペース .167 .135 .230* .075 .148 .120 .256**
9．競争的雰囲気 .350** .210* .195* .077 －.125 －.259** .046 .285**

Note．*p<.05, **p<.01, ***p<.001
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4 に示した。
　全体サンプルの結果を見ると，HSP 尺度において，

「易興奮性・低感覚閾」は「競争的雰囲気」との間に
弱い正の相関があり，「授業適応感」と「教師適応
感」に弱い負の相関があった。「美的感受性」は「友
人適応感」，「授業適応感」また「居心地の良さ」と
の間に弱い正の相関があった。
　男女別で結果を見ると，「易興奮性・低感覚閾」の
場合，女性においては，「授業適応感」との間に弱い
負の相関があるが，男性においては，この相関性が
ほとんどみられなかった。そして，「敏感性」の場
合，男性においては，各尺度との間に相関がなかっ
たが，女性においては，学校適応感の各因子に弱い
負の相関があった。また，「美的感受性」の場合，女
性においては，「居心地の良さ」だけに弱い正の相関
がみられたが，男性においては，「競争的雰囲気」以
外の因子に弱い正の相関があり，「居心地の良さ」に
中程度の正の相関がみられた。
　続いて，学校適応感・居心地の良さを目的変数と
し，HSP 尺度の各因子を説明変数として投入して，
重回帰分析を男女別に行った （Table 5, 6）。そして，
学校不適応感の 2 項目を目的変数とし，HSP 尺度の
各因子を説明変数として投入して，重回帰分析を男
女別に行った （Table 7 : M= 男性，F= 女性を示す）。
　結果を見ると，男女ともに，「美的感受性」から学
校適応感に対する正の標準偏回帰係数が有意であり，

「易興奮性・低感覚閾」から「授業適応感」と「教師
適応感」に対する負の標準偏回帰係数が有意であっ
た。女性では，「易興奮性・低感覚閾」から「友人適
応感」に対する負の標準偏回帰係数が有意であり，

「敏感性」から「授業適応感」以外の因子に対する負
の標準偏回帰係数も有意であった。男性では，「易興
奮性・低感覚閾」から「居心地の良さ」への負の標
準偏回帰係数が有意であり，「敏感性」から学校適応
感に対する標準偏回帰係数は全て有意ではなかった。
学校不適応感の場合，男女ともに，「易興奮性・低感
覚閾」から「競争的雰囲気」だけに対する正の標準
偏回帰係数が有意であった。

考　察

　本研究では，中国人を対象に，感覚処理感受性と
学校適応感の関係を検討した。
　HSP の「易興奮性・低感覚閾」は，「一度にたく
さんの事が起こっていると不快になる」や「一度に

たくさんのことを頼まれるとイライラする」などの
刺激に対する不快感のことを指す。「授業適応感」と

「教師適応感」は，いずれも教師との関係に関わる因
子である。中井・庄司（2008）は，教師に対する信
頼感の中で，教師に対する「安心感」が最も多く学
校適応感に影響することを報告している。HSP は人
と付き合いにおいて，物事を深く考える傾向があり，
気疲れしやすく，自分のことをうまく表現できない
ため，誤解されやすかったり，教師との信頼関係を
構築することが困難になりやすい可能性がある。
　また HSP は，刺激による不快感が高まり，教師に
対する「安心感」が低くなると，自分が叱責される
ことを心配しがちになるかもしれない。短時間で終
わらせなければならない仕事や，誰かに監視されな
がらの作業になると，自分の本来の実力を発揮でき
なくなるともいわれる（保坂，2018）。さらに HSP
は，人に見られたり，人と比べられることが，スト
レスになりやすく，他の人が自分と同じように感じ
ていないとわかると，自分の考えや感じ方を否定す
ることもある（串崎，2020）。そのため HSP は，学
校で「競争的雰囲気」が苦手であると考えられる。
HSP の学校適応感を高めるためには，教師の HSP に
対する理解と，学校カウンセリングなどのサポート
が必要だろう。
　女性にとっては，教師との関係だけではなく，友
人との関係も重要である。林田・黒川・喜田裕子

（2018）の調査によれば，教師・友人関係への満足感
は，学校適応感に正の影響を及ぼす。また，石本ら

（2009）の調査では，青年期女子において，表面的な
友人関係をとる者は，心理的適応，学校適応ともに
不適応的であることが報告された。このように，女
性の学校適応にとっては，友人との心理的距離が重
要であることが分かっている。HSP は友達の気持ち
をうかがう傾向があり，「頑張り屋さんでもあるの
で，相手に合わせてしまうことが増えると，『いい
子』を演じすぎて，疲れてしまう」という（串崎，
2020）。感覚処理感受性の高さによって，女性は，学
校で友人関係を築きにくくなる可能性も考えられる。
また，本研究の結果，女性の場合，HSP の「敏感性」
の特性も学校適応感に影響を与える。「敏感性」は

「痛みに敏感になる」「他人の気分に左右される」こ
とを指す。このことから，女性の学校適応感を高め
るためには，学校の中で静かでリラックスできるよ
うな，勉強しやすい環境が重要であることが示唆さ
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Table 4　各尺度の Spearman 順位相関係数（女性 n=204）

1 2 3 4 5 6 7 8
1．易興奮性・低感覚閾
2．敏感性 .604***
3．美的感受性 .284*** .251***
4．友人適応感 －.134 －.208** .263***
5．授業適応感 －.253*** －.229** .196** .421***
6．教師適応感 －.208** －.234** .074 .488*** .704***
7．居心地の良さ －.070 －.192** .269*** .689*** .447*** .517***
8．人と同じペース .108 .110 .165* －.075 .031 .055 －.050
9．競争的雰囲気 .278*** .177* .179* .032 －.036 －.124 －.102 .360***

Note．*p<.05, **p<.01, ***p<.001

Table 5　学校適応感に対する重回帰分析（男性 n=118）

友人適応感 授業適応感 教師適応感 居心地の良さ
β 95% CI β 95% CI β 95% CI β 95% CI

1．易興奮性・低感覚閾 －.115 －.227，.073 －.372** －.497 ，－.136 －.449*** －.576，－.198 －.210* －.435，－.010
2．敏感性 －.148 －.247，.046 －.012 －.187 ， .167 .046 －.145， .226 －.097 －.312， .104
3．美的感受性 .426*** .219，.546 .496*** .368 ， .761 .362*** .212， .624 .617*** .645，1.107
adjusted R2 .147*** .232*** .177*** .316***
Note．*p<.05, **p<.01, ***p<.001

Table 6　学校適応感に対する重回帰分析（女性 n=204）

友人適応感 授業適応感 教師適応感 居心地の良さ
β 95% CI β 95% CI β 95% CI β 95% CI

1．易興奮性・低感覚閾 －.229** －.228，－.031 －.312** －.334 ，－.094 －.218* －.289，－.027 －.120 －.262，.048
2．敏感性 －.206* －.219，－.022 －.133 －.215 ， .026 －.185* －.270，－.007 －.262** －.396，－.085
3．美的感受性 .375*** .183，.395 .317*** .166 ， .425 .209** .065， .348 .396*** .313，.647
adjusted R2 .169*** .154*** .105*** .166***
Note．*p<.05, **p<.01, ***p<.001

Table 7　学校不適応感に対する重回帰分析（男性 n=118 女性 n=204）

人と同じペースM 人と同じペースF 競争的雰囲気M 競争的雰囲気F
β 95% CI β 95% CI β 95% CI β 95% CI

1．易興奮性・低感覚閾 －.019 －.064，.055 .019 －.040 ，.049 .277* .011，.119 .306** .029，.114
2．敏感性 .145 －.022，.095 .034 －.037 ，.053 .064 －.038，.068 .004 －.042，.044
3．美的感受性 .127 －.023，.108 .161* .004 ，.100 .024 －.051，.066 .041 －.033，.059
adjusted R2 .017ns .020ns .086** .094***

Note．*p<.05, **p<.01, ***p<.001

れる。
　今回の研究は，男女ともに，「美的感受性」が学校
適応感を高めることを明らかにした。HSP の「美的
感受性」は，美術や音楽などの芸術に対する態度や
快適の生活を追求する特性であり，感覚処理感受性
の他の因子と違い，人生の意味や幸福感などのポジ
ティブな感情と正の相関がある（李・串崎，2021）。
先行研究（李，2021）によると，「易興奮性・低感覚
閾」と「敏感性」は，人生で重視する価値観とほと
んど相関がないが，「美的感受性」はいくつかの価値

観と相関があった。そのため，「美的感受性」は，感
覚処理感受性の中でも異なる心理的な機能を持ち，
経験によって形成される特性であると示唆される。
HSP は積極的に自分の社会経験を積み，視野を広げ
ることで，学校の中だけではなく，社会の中でも暮
らしやすくなるだろう。
　本研究の限界としては，回想法を用いたことであ
る。回想法による心理的効果には個人差要因が存在
するかもしれない。今回の結果を再現するには，生
徒を対象に，直接調査することが必要である。
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要　旨
　本研究の目的は，中国人を対象者として，感覚処理感
受性と学校適応感の関係を明らかにすることであった。
その結果，男女ともに，「美的感受性」から学校適応感に
対する正の標準偏回帰係数が有意であり，「易興奮性・低
感覚閾」から「授業適応感」と「教師適応感」に対する
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負の標準偏回帰係数が有意であった。女性では，「易興奮
性・低感覚閾」から「友人適応感」に対する負の標準偏
回帰係数が有意であった。男性では，「易興奮性・低感覚
閾」から「居心地の良さ」への負の標準偏回帰係数が有
意であった。このことから，例えば，ソーシャルサポー

トなどの介入により，高い易興奮性による不快感を改善
することで，学校適応感を高めることが示唆された。

キーワード：高敏感者，感覚処理感受性，学校適応感




